
新居浜市コミュニティ・スクール推進協議会会議録 

 

日 時  令和７年６月１８日（水）１５：００～１６：３０ 

 

会 場  合同庁舎５階 災害対策室 

 

出席者  教育長 長井俊朗 

委 員  荒井健、濱田英稔、秋月恭子、小西優、村上進、久石保、眞木裕司、 

日野幸彦（代理：岡部修治）、梶本香織、田坂亮司、 

畑野一恵（代理：間部祐司）、神野恭多、本田龍朗、和田仲吉、 

小野健治、幕内晶彦、岡野弥生、今井基博（代理：高尾美好） 

竹林栄一、松尾雄樹、安永亮浩、守谷憲二、塩崎秀一 

     事務局 髙橋憲介、星加大輔、小野崇彦、岡義孝 

傍聴者  １人 

 

〇担当指導主幹：ただいまより第１回新居浜市コミュニティ・スクール推進協議会を開

催いたします。会長を選出するまでの進行を務めさせていただきます、事務局学校教育

課星加でございます。よろしくお願いいたします。本日は第１回目でございますので、

ご出席いただいている委員の自己紹介をお願いしたいと思います。金子小学校学校運営

協議会の荒井委員さんから順番にお願いいたします。 

 

～各委員・事務局自己紹介～ 

 

〇担当指導主幹：ありがとうございました。それでは、会長・副会長の選出をお願いし

たいと思います。お配りしました、新居浜市コミュニティ・スクール推進協議会設置要

綱第５条で会長、副会長の選出は委員の互選によるとされております。選出の手法につ

きまして、皆様ご意見はございませんか。 

 

～意見なし～ 

 

〇担当指導主幹：それでは、事務局に一任ということで、皆さんいかがでしょうか。 

 

～各委員異議なし～ 

 

〇担当指導主幹：それでは、今年度は北中学校区学校運営協議会の岡野委員さんに会長

を、金栄小学校区学校運営協議会の濱田委員さんに副会長をお願いしたいと思いますが、



皆様いかがでしょうか。 

 

～各委員より拍手で賛同～ 

 

〇担当指導主幹：ありがとうございました。皆様のご賛同がありましたので、岡野委員

さんには会長を、濱田委員さんには副会長をお願いしたいと思います。それでは、岡野

委員さんは会長席、濱田委員さんは副会長席へ移動をお願いいたします。 

 

～それぞれ会長・副会長席へ移動～ 

 

〇担当指導主幹：それでは、岡野会長さん、一言御挨拶をお願いいたします。 

 

〇会長：今年度、コミュニティ・スクール推進協議会会長を拝任いたしました、北中学

校区学校運営協議会の岡野と申します。よろしくお願いいたします。 

 

〇担当指導主幹：それでは、濱田副会長さん、一言御挨拶をお願いいたします。 

 

〇副会長：今年度、コミュニティ・スクール推進協議会副会長を拝任いたしました、金

栄小学校区学校運営協議会の濱田と申します。よろしくお願いいたします。 

 

〇担当指導主幹：では、ここからの議事の進行を岡野会長さんにお願いしたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

 

〇会長：それでは、会次第に従いまして会議を進めさせていただきます。まず、各学校

運営協議会の取り組みと課題の共有についてですが、事前にご回答いただいております

事前アンケートに基づいて、地域コーディネーターを配置している、今年度配置予定の

７校区にご報告していただきます。それでは、高津、浮島、多喜浜、泉川、中萩、角野、

東中の順で発表をよろしくお願いいたします。 

 

～地域コーディネーターを配置している７校区より取組と課題の報告～ 

 

〇会長：ありがとうございました。ご報告いただきました取組や課題につきまして、ご

意見やご質問などはございませんでしょうか。ご発言いただく場合はマイクをお持ちし

ますので、挙手をお願いいたします。 

 

〇A 委員：〇〇中学校の中学生による地域行事実行委員会とは具体的にどういった活動



をされているのでしょうか。 

 

〇B 委員：子どもたち自身が何かをしたいということで、地域の色々な行事に参加する

というものです。１～３年生約３０人の希望した子どもたちが中心となって実行委員会

を作り、地域行事やお祭りごとに参加することを目的としております。 

 

〇C 委員：〇〇校区に質問させていただきたいのですが、地域の子たちが集える居場所

づくりを支援するということですが、大体どれくらいの頻度で夏休みなど、こういう活

動をするといった計画があれば教えてください。 

 

〇D 委員：２か月に１回程度、公民館開放デーというものを設定して公民館を開放して

おり、コーディネーターが色々な得意分野の方を呼んできて、教えてくれるような仕組

みとなっております。 

 

〇C 委員：ありがとうございます。以前、〇〇公民館さんでも中学生の居場所づくりを

しているということを聞いたのですが、教えていただけたらと思います。 

 

〇E 委員：いつでも自由にだれが来ても良いということで事務所の隣を開設しており、 

何かあってもいけないので大人が一人ついておくというルールでやっております。 

 

〇会長：続きまして、協議に移りたいと思います。テーマは、学校長から「学校経営計

画に基づいて、安心安全な学校運営をしたいのですが、A小学校の高学年で先生の指導

には従わず、子どもが校内を徘徊したりするなど、落ち着きのない様子が目立ちます」

と相談されました。次の立場でどのような行動をとりますか。グループの中で校長先生

役、PTA 会長役、公民館長役、地域コーディネーター役を決め、学校運営協議会をロー

ルプレイングで体感してもらいます。自分の立場で何ができるか、どんな協力を得たい

かなど具体的に話合っていただけたらと思います。２５分程度グループで話合っていた

だき、その後、３分程度で発表していただけたらと思います。 

 

～グループ協議～ 

 

〇グループ１：その子の学校での様子を校長先生や担任の先生、家庭での様子を保護者

へ聞き取りを行います。次に民生委員さんや地域の方へ相談します。また、校長室で校

長先生と一緒に生活してみるという方法をとるなどします。最終的には、地域の人の中

からその子のそばについて生活できる方を探す、また、見守りや声かけができる事業者

を探すなど、保護者と問題を共有して、その子が落ち着ける環境づくりを行います。 



〇グループ２：学校での様子を聞き取ることはもちろんですが、その子が地域のクラブ

に所属していたら、監督などに相談するようにします。そういう子たちは監督などの意

見は素直に聞き入れる傾向にあるので、学校・学校外の情報を集めて進めていく方向性

の話合いになりました。 

 

〇グループ３：校長先生や保護者と相談を行い、児童への指導方針を決定するにあたり、

過去の事例を参考に経験者や専門家、教育委員会と相談して進めます。問題点としては、

保護者と話をしても納得するのかということが課題でしたが、子どもから悩みを聞くと

いうことはやってみるべきであるとの話合いになりました。 

 

〇グループ４：地域の人が見守りに入ってはどうかとなり、日時を決めて入ってもらう

のではなく、突発的に入ってもらうようにします。しかしながら、誰でも学校に入れる

となると不審者対策もしっかりしないといけないと考え、職員室で受付の体制を強固に

しなければならないと思いました。また、地域には補導員の方もいるので制服を着て学

校に来ていただくと、子どもたちも緊張感を持って生活してもらえると思いました。そ

して、子どもの居場所があれば良いのではないかと考えました。他のグループでもあり

ましたが、その子が病気かもしれない場合、学校から保護者へ伝えても受け入れてくれ

なかったらどうすることもできない、ということが実際にあったので、その経験をもと

に話合いを行いました。 

 

〇会長：各班発表ありがとうございました。何か感想や意見がありましたら発表してい

ただけたらと思います。 

 

〇質問：他のグループでもありましたが、対象児童の保護者が、周囲が慌てていること

を感じていないことが多いということが問題であり、保護者が本当に関心を持ってくれ

たら良いと思っているのですが、皆様、どのような対応されておりますか。 

 

〇回答：自分の友達の子がそういう状況であったので、悩んだ末、保護者へ伝えてみた

ところ、学校でそういう状況であったとは全く知らなかったケースがあったので、無関

心であるという保護者だけではなく、現状を本当に知らないという保護者もいるという

現状を知り、何か保護者へ伝える方法があれば良いなと思いました。 

 

〇会長：ありがとうございました。副会長、何か事例等ありますか。 

 

〇副会長：なぜ、その子が徘徊するのかという原因を周囲の関係者と相談すべきである

と思います。保護者に子どもの学校での様子を見てもらうために、校舎が２棟ある学校



でしたが、反対の校舎から教室の様子を保護者に見てもらったことがあります。ある保

護者はそれを見て謝罪してきたり、また、違う保護者は子どものところへ行き指導した

りする保護者もおりました。学校に来てくれる保護者は良いのですが、連絡しても応答

がない保護者については、主任児童委員へ連絡して、その家庭を見に行ってもらうよう

お願いしたこともありました。また、地域の方と協力して、その保護者へ実情を伝える

ことも必要だと思いますし、成功例より失敗例の方が多いですが、とりあえず動いてみ

ることが大切だと思いました。 

 

〇会長：ありがとうございました。それでは、協議を終わらせていただきたいと思いま

す。課題や悩みは色々なところで起こるので解決はスムーズにできないと思いますが、

関係機関も頼りながら、コーディネーターがうまくコーディネートして進めていくのが

良いかと思いました。本日いただきましたご意見ご質問等につきましては、事務局の方

でまとめていただけたらと思います。 

最後に事務局から何かございますか。 

 

〇事務局：お配りしておりますチラシについてですが、愛媛県から研修の案内が来てお

りますので、興味のある方は各自でお申込みしてください。 

 

〇担当指導主幹：本日は熱心にご審議いただきありがとうございました。また、司会を

務めていただきました岡野会長、サポートをしていただきました濱田副会長、大変お世

話になりました。次回は令和８年２月６日（金）に市役所５階大会議室で推進協議会を

開催したいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、以上をもちまして推進協議会を終了したいと思います。本日はありがとう

ございました。 

 

 


